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令和７年山形村議会第２回定例会 

 

議 事 日 程 （第１号） 

 

令和７年６月４日（水曜日）午前 ９時００分開会 

開会宣告 

開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

自 令和７年６月４日 

（９日間） 

至 令和７年６月12日 

日程第 ３ 村長あいさつ・行政報告 

日程第 ４ 諸般の報告 

日程第 ５ 請願・陳情の委員会付託 

日程第 ６ 報告第 １号 

日程第 ７ 報告第 ２号 

《提案説明、質疑、委員会付託》 

日程第 ８ 議案第４０号 

日程第 ９ 議案第４１号 

日程第１０ 議案第４２号 

日程第１１ 議案第４３号 

日程第１２ 議案の委員会付託について 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１２名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 
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１２番 春 日  仁 君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 百瀬繁寿 君  副 村 長 上條憲治 君 

教 育 長 大池昌弘 君  総 務 課 長 藤澤洋史 君 

企 画 振 興 

課 長 
堤  岳志 君  

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君 

住 民 課 長 村田鋭太 君  
保 健 福 祉 

課 長 
篠原雅彦 君 

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君  

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君 

建 設 水 道 

課 長 
中村 光  君  教 育 次 長 古畑佐登志 君 

総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 宮澤寛徳 君  書  記 平出  怜  君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎開会宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。これより、令和７年第２回山形

村議会定例会を開会いたします。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影または録音などをする場合は、事前に許可が必要となります。なお、報道関

係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） それでは、全員が出席で、定足数に達しておりますので、直ち

に本会議に入ります。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付した資料のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、３番、百瀬昇一議員、５番、小林幸

司議員を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎会期の決定 

○議長（大月民夫君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  去る５月２８日開催の議会運営委員会において、本定例会の会期を本日から６月１２

日までの９日間にすべきものと決定いたしましたが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よって、今議会定例会の会期は、

本日から６月１２日までの９日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎村長招集あいさつ・行政報告 

○議長（大月民夫君） 日程第３、村長より行政報告を兼ねて、招集のあいさつをお願

いいたします。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） おはようございます。 

今年も早いもので半分が過ぎようとしています。吹く風に梅雨を感じ、日差しには

夏の訪れと、天気が激しく変わることに戸惑いを感じる一日一日でございます。本日

は、議員各位、何かとご多用なところ、全員のご出席を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

令和７年度第２回山形村議会定例会を開催するにあたり、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

物価高騰の中、米の価格も下がらず、物量も不足している中、ようやく随意契約に

よる備蓄米の販売が開始されました。政府の決断に驚きを感じながら、安定した米価

格になることを願っているところであります。 

本年度から行った子育て支援策であります、１８歳の年齢に達した年度末までの医

療費の無償化や給食費の無償化も２か月を過ぎ、滞りなく行われていることに安堵し

ています。今後状況を確認しながら安定した施策となるよう、また改善点がありまし

たら、その都度対応し、利便性の向上に努めていきたいと思っております。 

前年度の出生数の減少に戸惑いを感じながらも、安心して子育てをしていただくた

め、副食費の無償化を提案申し上げ、子育て支援の充実に取り組んでまいりたいと思

っております。 

本日の定例会に提案申し上げます議案は、報告２件、条例の一部改正１件、一般会

計等の補正予算３件の合計６件でございます。それぞれの議案につきましては、上程

の際、説明を申し上げますので、よろしくご審議を賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

なお、３月の臨時議会以降の工事の発注状況につきましては、お手元に配付させて
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いただきました資料を御覧いただきたいと思っています。 

それを申し上げまして、私のごあいさつとさせていただきます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎諸般の報告 

○議長（大月民夫君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

  議長の活動状況報告、例月出納検査の結果報告、定期監査結果報告（其の２）及び

説明のための出席要求者の報告につきましては、お手元に配付した資料のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎請願・陳情の委員会付託 

○議長（大月民夫君） 日程第５、請願・陳情の委員会付託を行います。 

  今回受理しました請願・陳情は、７請願第１号及び第２号並びに７陳情第２号及び

第３号の４件であります。 

  ここで請願について内容説明を求めます。 

関連があり、紹介議員が同一でありますので、７請願第１号及び第２号の２件につ

いて一括して説明してください。 

  大池俊子議員、説明お願いいたします。 

  大池議員。 

          （１１番 大池俊子君 登壇） 

○１１番（大池俊子君） それでは、請願第１号、第２号の簡単な説明をしたいと思い

ます。 

初めに、義務教育費国庫負担制度のほうからやらせていただきます。「義務教育費国

庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願です。 

請願事項は、教育の機会均等とその水準の維持・向上のために必要不可欠な義務教

育費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に復元するなど拡充すること。 

次の「さらなる少人数」も毎年出されて、採択されております。 

それでは請願理由について申し上げます。 

学校現場では、貧困、いじめ、不登校、教職員の長時間労働や未配置など、解決す

べき課題が山積しており、子どもたちの豊かな学びを保障するための教材研究や授業

準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。豊かな学びや学校の
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働き方改革を実現するためには加配教員の増員や少数職種の配置増など、教職員定数

改善が不可欠です。 

また、教員採用試験の倍率が過去最低を更新し、時代の変化に合わせた教育の転換

を進めるためにも、人材の教員離れに歯止めをかける必要があり、先生のなり手不足

の早期対応も必要不可欠です。 

２０２５年度から小学校の学級定数は全学年で３５人となります。しかし、多様化

し、複雑化する教育への要請に応えるためには、中学校を含め、さらなる学級定員の

引下げが望まれます。 

長野県では、２０１３年度に小中学校全学年で３５人学級が実現しました。また、

複式学級の定数についても、独自に小中学校とも８人としています。しかし、義務標

準法の裏づけがないため、財政的負担は大きく、学級増による教員増の多くを臨時的

任用で対応している状況です。また、小学校の専科教員は国基準で配置され、県基準

の学級数と連動していないという課題もあります。 

義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の三位一体改革の中で、２００６

年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。 

厳しい財政状況の中、独自財源により、教員配置を行っている自治体もありますが、

公教育において自治体間の格差が生じることは大きな問題です。国の責任で十分な教

員配置のための財源確保をし、全国どこに住んでいても子どもたちが一定水準の教育

を受けられるようにすることは、憲法上の要請です。この山形村議会におきましても、

十分議論され、意見書の提出をよろしくお願いします。 

次に、「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める請

願であります。 

請願事項は、どの子にも行き届いた教育をするために、国の責任で以下の３点を検

討し、必要な教育予算を確保すること。 

１つ目に、さらなる少人数学級の推進。 

第２に、複式学級の学級定員の引下げ。 

３に、教員基準定数算出に用いる係数の改善です。 

これは、義務教育費と同じような内容ですが、長野県は全国に先駆けて少人数学級

が推進されました。また、山形村でもそれに合わせ、村費を出しながらの３５人学級

を進めてきているところです。 

学校現場では、膨大な業務量に加え、一人一人の子どもに寄り添った対応が求めら



 －７－ 

れ、深刻な人手不足の状況です。教員は多忙を極め、教材研究や授業準備を勤務時間

内に行うことは極めて困難になっています。 

豊かな学びを実現するためにはさらなる少人数学級推進と、教員の持ち授業数軽減

のための抜本的教員定数の改善が不可欠です。 

以上の理由で、ぜひこの議会におきましても、意見書を採択され、上げていただけ

ますよう、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 本日提案されました請願・陳情は、議会会議規則第９２条及び第

９５条の規定により、お手元に配付の請願・陳情付託表のとおり、福祉文教常任委員

会に付託し、審査願うことにいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎報告第１号 

○議長（大月民夫君） 日程第６、報告第１号「令和６年度山形村一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告について」を議題といたします。村長の提案説明を求めます。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 報告第１号「令和６年度山形村一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告について」提案説明を申し上げます。 

令和６年度一般会計繰越明許費に係る歳出予算の経費を、令和７年度に繰り越した

ので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、繰越計算書を調製し、これ

を議会に報告するものであります。 

令和７年度に繰り越した事業は、４件で4,908万3,000円であり、財源の内訳としま

しては、国庫補助金で727万円、起債で420万円、一般財源で3,761万3,000円となって

います。 

詳細については「令和６年度山形村一般会計繰越明許費繰越計算書」のとおりであ

ります。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

  ここで担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

  報告第１号について、詳細説明はございますか。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、報告第１号について質疑を行います。質問事項が多
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項目にわたる場合にも、一括して質問してください。答弁はその後、行うようにいた

します。 

  それでは質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

  以上で、報告第１号については終了いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎報告第２号 

○議長（大月民夫君） 日程第７、報告第２号「村の義務に属する和解及び損害賠償の

額の専決処分について」を議題といたします。村長の提案説明を求めます。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 報告第２号「村の義務に属する和解及び損害賠償の額の専決処

分について」の提案説明を申し上げます。 

令和６年１２月１０日に発生した、ミラフード館東側駐車場において車両が破損し

た事故について、当事者と和解が成立し、損害賠償金額が確定いたしました。この件

につきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分いたしましたので、

同条第２項の規定により議会へ報告するものです。なお、詳細につきましては教育委

員会次長より報告させていただきます。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

  ここで担当課長の詳細説明を求めたいと思います。 

  報告第２号についての詳細説明はございますか。 

  古畑教育次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） それでは、詳細の説明をさせていただきます。専決処分

書を御覧いただきながら、よろしくお願いいたします。 

昨年の１２月１０日の夕方４時頃のことということでございます。レンタカーを使

用しまして、県外にお住いの方が、この近隣を訪れていたということで、その方がミ

ラ・フード館へ立ち寄りまして、県道沿いの東側の駐車場にレンタカーを駐車したと

いうことで、用事を済ませて出発する際に、車をバックさせたときに、コンクリート

製の車止めを、２本の鉄製のアンカーで固定してありますけれども、そのうちの１本
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が５センチほど飛び出てしまっていました。それがバックする際に車の底についてい

るアンダーカバーというものに引っかかってしまいまして、そのままバックしたもの

ですから、そのカバーが外れてしまったという事故でございます。 

この件につきまして、そのアンダーカバーの修理代ということで２万5,108円につ

いて村が損害賠償をすることでレンタカー会社であります株式会社日本レンタカー信

州様との間で和解が成立したということでございます。 

この件に関しましては、村が加入をしております全国町村会の総合賠償保険による

保険で対応しております。 

また、原因となりましたその飛び出ていたアンカーなのですけれども、そちらにつ

いては、打ちつけるといいますか、しっかりとたたき込んで、今後そういった、引っ

かかることがないようにということで、処置をしております。 

報告は以上になります。 

○議長（大月民夫君） 詳細説明が終わりました。 

それでは、報告第２号について質疑を行います。質問事項が多項目にわたる場合に

も、一括して質問してください。答弁はその後で行うようにします。 

  それでは質疑のある議員の発言を求めます。 

  小出議員。 

○１番（小出敏裕君） お願いします。 

  私も病院でそういうことをやったことがあるのです。それは私のことで関係ないの

ですけれども、それで、こういう事故というのはこれからも何回も起こるような気が

するのです。そうすると、そこを見回らないといけない。そういう対応というのです

か、今回はアンカーを打ちつけたということで終わっていますけれども、その後どう

するのか。こういうことが起きないためにはどうすればいいのかというは、検討され

たかどうか伺いたいのですが。 

○議長（大月民夫君）   古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 教育委員会で管理している施設につきましては、その後

すべての施設で同じようなことがないかということで点検をしているところでござい

ますが、今回のアンカーにつきましては、通常何もなければ、そんな浮き上がってく

ることはそうはないと思うのですけれども、なかなか例えば、除雪ですとか、凍み上

がりでというのも考えづらいですが、そういったことも考えられますので、定期的に

点検していくことが必要かなと思っているところでございます。 
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○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 教育委員会ではそうしてくださると。そうするとそのほかのと

ころではどういう状況になっているのかというのを説明お願いできますか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） この案件ありまして、役場の関係の部分について点検はま

だしていないところなのですが、私どもで管理する中で車止めが多くあるところはな

ろう原公園かなと思っています。確認をさせていただきたいと思いますので、お願い

いたします。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひともやっていただきたい。なろう原は確かにいくつか壊れ

ていますので、早急に見ていただきたいと、そのように思います。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） ほかに質疑はございますか。 

  村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 今回は車止めなのですけれども、村道の道路の穴であるとか

マンホールなんかもこういった案件になりかねないところがちょろちょろ散見される

のですが、そういった点に対する対応というのは考えておりますでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） ご指摘のとおり、道路上のそういった穴ぼこであると

か、マンホールの飛び出しというのは考えられます。特に冬明け、春先にそういった

事例が多く見受けられます。当然職員も現場へ出た際であるとか、定期的なパトロー

ルによって、そういった部分を発見次第、すぐ対応しておりますし、また、住民の方

からの連絡、通報等によりまして、すぐに対応するように心がけております。 

○議長（大月民夫君） ほかに質疑いかがでしょうか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） それでは質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

  以上で、報告第２号については終了いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４０号 

○議長（大月民夫君） 日程第８、議案第４０号を議題といたします。村長の提案説明
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を求めます。  

百瀬村長。 

（村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４０号「職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について」の提案説明を申し上げます。 

人事院規則１０－１１（育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務並びに深夜勤務及

び超過勤務の制限並びに意向確認等）の改正に伴い、条例の一部改正を行います。 

この年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充を目的とした改正であ

ります。 

具体的には、所定外労働（超過勤務･時間外勤務）の制限の対象となる労働者の範囲

を、「３歳未満の子」から、「小学校就学前の子」を養育する労働者に拡大する改正で

す。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

  ここで担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

  議案第４０号について、詳細説明はございますか。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第４０号について質疑を行います。質問事項が

多項目にわたる場合にも、一括して質問してください。 

  質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） それでは質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議案第４１号～議案第４３号 

○議長（大月民夫君） 日程第９、議案第４１号から、日程第１１、議案第４３号まで

を、一括して議題といたします。村長の提案説明を求めます。  

百瀬村長。 

（村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４１号から議案第４３号の令和７年度補正予算３件につ

いて、提案説明を申し上げます。  
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議案第４１号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第２号）」の提案説明を申し上

げます。 

今回の補正予算は、物価高騰重点支援地方創生臨時交付金を活用して行う事業を中

心に計上いたしました。 

まず、第１条の「歳入歳出予算の補正」ですが、歳入歳出それぞれ9,338万5,000円

を追加し、総額を43億6,142万8,000円とするものであります。 

歳入の主な内容でありますが、国庫支出金に7,612万7,000円、県支出金に437万5,000

円、繰入金に376万7,000円、村債に1,670万円などを追加し、分担金及び負担金216万

7,000円、諸収入541万7,000円を減額しております。 

歳出の主な内容でありますが、一般職の職員の人事異動に伴う人件費の組み替えを

行ったほか、物価高騰対応重点支援事業等で、議会費に223万3,000円、総務費に6,083

万2,000円、民生費に464万9,000円、農林水産業費に552万8,000円、土木費に625万1,000

円、教育費に1,832万７,000円などを追加し、衛生費462万3,000円を減額しております。 

第２条の地方債の補正では、全国瞬時警報システム新型受信機整備工事を実施する

ため緊急防災･減災事業債を、車両設置用除雪機の整備及び道路関連事業の増額に伴

い、緊急自然災害防止対策事業債を、それぞれ増額したため、限度額を変更するもの

であります。 

詳細につきましては、補正予算及び補正予算に関する説明書のとおりであります。 

次に議案第４２号「令和７年度山形村国民健康保険特別会計補正予算(第２号)」の

提案説明を申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ1,023万2,000円を追加し、総額を10億5,824万2,000

円にするものです。 

歳入歳出ともに、国庫支出金による子ども･子育て支援金制度の円滑な施行に向け

たシステム改修に係る関連予算や、前年度の保険給付費等交付金の精算による償還金

を見込んだほか、歳出では医療給付費などの事業費納付金の額の決定により、それぞ

れの負担金を減額調整いたしました。 

次に、議案第４３号「令和７年度山形村水道事業会計補正予算（第２号）」の提案説

明を申し上げます。 

水道事業会計補正予算第２号は、収益的支出において、営業費用の総係費の人件費

等を45万2,000円増額するものです。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

  ここで担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。なお、説明は着座のままで

結構です。 

  最初に、議案第４１号についての詳細説明はありますか。 

  藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） それでは、議案第４１号、令和７年度山形村補正予算の第

２号になりますけれども、詳細説明を申し上げます。一般会計の補正予算書をお手元

に準備お願いしたいと思います。 

先ほど村長から提案説明にございましたとおり、今回の補正予算でありますけれど

も、「歳入歳出予算の補正」それから「地方債の補正」というもので行うものでござい

ます。 

初めに、歳入歳出予算の補正でありますけれども、歳入は、補正予算書の２ページ

を御覧いただければと思います。 

先ほど来申し上げておりますけれども、今回は物価高騰対応の重点支援に関わるも

のが主な補正内容となっております。 

初めに、１４款の国庫支出金でありますけれども、7,612万7,000円、それから１５

款の県支出金でありますが、437万5,000円、繰入金に376万7,000円、村債に1,670万円

を追加し、保育料の負担金216万7,000円、雑入で541万7,000円を減額するものであり

ます。合計しまして9,338万5,000円の追加補正という内容でございます。 

歳出につきましては補正予算書の３ページ、４ページを御覧いただければと思いま

す。 

こちらにつきましても物価高騰対応が主な内容になります。併せて人事異動に伴う

人件費の調整、それと、急を要する事業経費等の計上をさせていただいております。 

まず議会費でございます。議会費に223万3,000円、２款の総務費に6,083万2,000円、

３款、民生費に464万9,000円、６款、農林水産業費552万8,000円、８款、土木費に625

万1,000円、９款、消防費に18万8,000円、１０款、教育費に1,832万7,000円を追加し、

一方で、民生費で462万3,000円を減額しております。 

最後に「地方債の補正」になります。補正予算書５ページをお願いいたします。今

回は２件の起債について補正をお願いするものでございます。 

初めに、全国瞬時警報システム、いわゆるＪアラートと呼ばれるものですけれども、

このシステムの整備の工事の関係で、緊急減災・防災事業債を1,200万円充当させてい
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ただきたいという変更をお願いするものであります。 

それと、除雪に用います車両設置の除雪機「スノープラウ」と呼ばれるものなので

すけれども、この購入などに緊急自然災害防止対策事業債を470万円充当させていた

だきたいといった内容でございます。 

地方債の合計を、１億9,610万円から２億1,080万円に増額を、変更させていただき

たいという内容でございます。 

なお、この両起債につきましては、充当率は１００％、交付税算入率は７０％を見

込んでおります。 

議案第４１号の一般会計補正予算の詳細説明は以上でございます。 

○議長（大月民夫君） それでは続きまして、議案第４２号についての詳細説明はござ

いますか。 

○住民課長（村田鋭太君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第４３号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 以上で詳細説明が終わりました。 

  議案第４１号から議案第４３号までについて一括質疑を行います。質問事項が多項

目にわたる場合にも一括して質問してください。答弁はその後で行うようにいたしま

す。 

それでは、質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） それでは質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案の委員会付託 

○議長（大月民夫君） 日程第１２「議案の委員会付託について」を議題といたします。 

  本日提出されました議案第４０号から議案第４３号までについては、お手元に配付

の議案付託表のとおり、各常任委員会に付託して審査することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よって、議案付託表のとおり、各

常任委員会に付託して審査することに決定いたしました。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎散会宣告 

○議長（大月民夫君） 以上で、本日の本会議の日程はすべて終了いたしました。 

本日の本会議はこれにて閉議し、散会といたします。 

（午前 ９時３５分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


